
17 - 21
27 - 16
28 - 16

Ｃ 34 - 36
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 2 6 12 7 10 3 5 9 14 1 0 0 1
2 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0
3 0 1 3 1 2 0 0 5 0 0 0 1 0 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 * 0 0 10 16 4 8 4 7 3 10 1 1 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
25 * 0 3 1 2 0 0 4 0 1 1 0 1 0 0
45 * 4 5 6 7 8 10 4 1 2 3 5 1 0 0
49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
51 0 0 0 2 6 1 2 4 1 2 3 2 1 0 0
75 0 0 0 0 0 2 2 0 0 1 1 1 0 0 0
76 0 1 1 2 3 1 2 0 0 2 2 0 0 0 0
88 * 1 5 1 1 4 6 2 1 2 3 2 9 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
7 19 29 49 29 42 27 15 22 37 13 14 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 * 1 7 2 5 0 0 5 3 0 3 2 0 2 0
7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0 1 5 6 12 5 5 4 1 1 2 1 4 2 0
9 * 3 4 5 6 4 8 4 1 3 4 1 0 2 0
22 * 0 3 2 3 2 2 2 1 0 1 0 1 0 0
23 * 0 2 3 7 8 8 5 2 3 5 2 1 0 0
25 0 1 3 2 3 6 10 3 2 3 5 0 1 0 0
32 0 0 1 0 3 2 4 5 2 2 4 0 2 2 0
37 * 0 0 3 5 4 4 5 2 0 2 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
6 26 23 47 31 41 34 14 12 26 8 10 8 1

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

大阪産業大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点 11 勝ち点 10

試 合 ＮＯ265

106 89

敗チーム

流通科学大学

男子

戦評
【総括】
平成28年度関西学生バスケットボール2部リーグ戦も残すところ1試合となった。昨年降格した悔しさをバネに1部
リーグ復帰を狙う流通科学大学と昨年、関西大学に敗れ１部昇格を逃し、今年こそ悲願の1部リーグ昇格を狙う大阪
産業大学のカードとなった。昇格がかかったこの試合は激しい試合となることが予想された。序盤は、大産大はイン
サイドを徹底的に攻める。対する流科大は、ディフェンスでプレッシャーをかけ、ミドルシュートで得点を重ねる。両
チーム持ち味を存分に発揮する展開となる。その中で大産大が僅かに上回り、前半を終える。後半、大産大#45金
が連続3Pシュートなどの活躍を見せ、一気に流科大を突き放す。さらに、ファウルトラブルに陥った流科大のインサ
イドを攻めて、得点を重ねる。流科大も意地を見せるが、勢いに乗った大産大が上回り、106-89で勝利し、リーグ戦
最終試合を１部昇格という形で有終の美で飾った。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、大産大はエース#45金がドライブで得点し、高さで勝るインサイドを中心にオフェンスを組み立て、#12
玉井が連続得点をきめる。対する流科大、持ち味のプレッシャーディフェンスで大産大のミスを誘い、速攻で得点す
る。さらに、#23龍が負けじとミドルシュートを決める。序盤から両者譲らない展開となった。ここで流れを引き寄せる
べく、流科大のルーキー#9諏訪が奮起し、3Pシュートを含む活躍を見せ、わずかにリードを奪う。21-17で流通大が
リードし、第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、開始とともに大産大が猛攻を見せる。#0福原のシュートを皮切りに連続得点を決め、第1ピリオドの差を
一気に縮める。オフェンスだけでなく激しいディフェンスで流科大をシャットアウトし、一気に逆転し流科大を圧倒す
る。さらに、交代で登場した#76大町が3Pシュートを決めると、大産大応援団も大きな盛り上がりを見せる。ここで、流
科大は流れを切るべくタイムアウトを取る。タイムアウト後、流科大は#37山本が得点を決めると、落ち着きを取り戻
し、#9諏訪が連続3Pシュートを決め、序盤でついた点差がみるみるなくなる。一気に流科大ペースになるかと思わ
れたが、大産大の#12玉井が気迫のバスケットカウントを奪う。どちらかが得点すると、他方がやり返す、まさに2部
リーグの頂上決戦にふさわしい予想できないゲーム展開となる。第２ピリオドは44-37で大産大げリードし、ゲームを
折り返す。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、1部リーグ昇格をかけた試合は激しさを増し、両者互いに得点を許さない。この展開を打開したのは大
産大#45金。見事な3Pシュートを決め、流れを掴む。なんとか巻き返したい流科大だが、決め手に欠け、なかなかリ
ズムを掴めない。一方の大産大は#45金が止まらない。次々に3Pシュートを決め、流科大を引き離す。流科大は#22
辻、#9諏訪が奮闘してシュートを決めるも、インサイド陣がファウルトラブルに陥ってしまい、思うようなゲーム展開が
作れない。大産大は#88花田が得意のディフェンスからスティールを連発するとさらに勢いにのり、20点差をつける。
このまま流れは変わらず、72-53で大産大リードがして第3ピリオドを終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、開始直後に大産大#45金が3Pシュートを決める。流科大も#6清水がミドルシュートでやり返す。序盤は
得両チーム得点を取り合う展開となる。ここから抜け出したのは流科大。オールコートでプレッシャーをかけて大産
大のミスを誘い、最後は連続得点をめる。大産大は早めにタイムアウトを取り、立て直しを図る。しかし、ここで流科
大#8松浦が気をはき、積極的にドライブを仕掛けて得点を重ねる。すると、大産大にもミスが出始め、徐々に流科大
のペースになり、残り6分を残して一気に10点差に迫る。ここから、激しい得点の取り合いとなる。流科大は#6清水、
#8松浦が3Pシュートで追いすがるも、及ばず、106-89で勢いに勝った大産大が勝利し、1部リーグ昇格を果たした。
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関西学生バスケットボール連盟

西垣 佑亮(関西学連)戦評生島 匡 副審 細見 竜太

記録

２次リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.10.23
大阪産業大学開始時間 14:30

会　　場 大阪産業大学

伊藤 貴信 2 1

齋藤 大峰 0 1

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

福原 康司 19 36

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

花田 英次 9 28

0 1

永井 翔大 5 16

伊藤 瞬 2

0 -
-

瀧山 裕貴 0 1

玉井 和尭 24 20
中村 謙太

-

宮本 航 5 20

松田 大樹 2 22
金 ミンジェ 32 35

12
大町 佑介 8 7

合　　　計 108

0 -

200
RATE 36.8% 59.2% 69.0%

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 露口 亮太

26

垣﨑 真吾 0 11

ST MINTO AS

諏訪 裕亮 23

前田 凌 0
清水 雄太 7

REBOUND３Ｐ BS

粕谷 祐介 0 0

38
辻 直弥 6 21

0
松浦 慎哉 20

高田 竜豪

28

2 22

龍 季弥 14 21
佐藤 仁彦 13 14

19
-

0 - -
0 -

RATE 23.1%

-

10

48.9% 75.6%
200

山本 真弥

Team / Coach: 天田 英彦 -
合　　　計 95

0 -
0 - -


